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Calculated MW:38 kDa; Observed MW:38 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、COP9シグナロソームを構成する8つのサブユニットの1つです。COP9シグナロソームは高度に保存されたタンパク質複合体であり、複数のシグナル伝達経路において重要な調節因子として機能します。COP9シグナロソームの構造と機能は、26Sプロテアソームの19S調節粒子と類似しています。COP9シグナロソームは、SCF型E3ユビキチンリガーゼと相互作用し、E3ユビキチンリガーゼの正の調節因子として機能することが示されています。このタンパク質は、サイクリン依存性キナーゼ阻害剤CDKN1B/p27Kip1の分解に関与することが報告されています。また、JUN/AP1転写因子の特異性を高めるコアクチベーターとしても知られています。[RefSeq提供、2008年7月]
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	JAB1 ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用した PC-12 細胞抽出物のウェスタンブロット分析。
	

	AMRe87273 を 1:1000 で使用して、T24 細胞およびマウス小腸組織からの抽出物のウェスタン ブロット分析を行いました。

